
 

 

 
 

パリテ宣言2023 
 
 女性参政権記念イベント「棄権するな女性～私たちには明日を変える力がある～」

に参加したわたし達は、日本の女性が初めて参政権を行使した1946年４月10日の77

年後の本日2023年４月10日に、あらゆる意思決定の場に男女が均等に参画するべきで

あることを認識し、ここにパリテ宣言を行います。 

 女性および男性の完全かつ平等な政治参加は民主主義を強化し、性差別や暴力、貧

困の根絶に寄与し、個人の尊厳に基づく豊かで寛容で、多様性のある平和な社会へと

日本を導くでしょう。 

 2016年の70周年記念の際に、わたし達は女性議員を10年以内に倍増させることを

決意しました。それから2年後の2018年に、わたし達が強く求めてきた「政治分野に

おける男女共同参画推進法」が成立しました。基本原則では、政党は候補者擁立の際

に、男女の数の均等をできるだけ目指すことが謳われています。日本版パリテ法が誕

生したのです。さらに、2021年には法律が大幅に改正され、ハラスメント対策も盛り

込まれました。 

 このような進展があったにもかかわらず、わたし達が決意した倍増にはほど遠い状

況にあります。2021年の総選挙では女性議員が増えるどころか、２人減るという衝撃

的な結果となりました。幸い、2022年の参議院選挙では数値目標を掲げる政党も増

え、史上最多の女性議員が選出され、参議院の女性割合は26%になり、世界平均に追

いつきました。 

 今年の統一地方選でも全般的に女性候補者が増え、首長に挑戦する女性も目立つよ

うになってきました。若手女性候補者の応援、選挙ボランティアの呼びかけ、若者の

政治参加促進の取り組みなど、4年前と比べても市民社会の活動は活発です。ただし、

そうした活動は都市部を中心に広がっており、そうした地域では女性候補者も増えて

いますが、他方で女性候補者が減少した議会もあります。地方議会の約４割は女性が

ゼロか１人しかしない「ゼロワン議会」です。拡大する地域格差に対して、それぞれ



の地域の実情に応じた取り組みが必要です。 

 地方議会では女性が少ないだけではなく深刻ななり手不足となっていて、無投票で

当選する議員も増えてきました。有権者の関心も低く、投票率も国政と比べて低い状

況です。しかしながら、生活に密接に関わる案件はすべて地方自治体が担っているの

です。地方議会の活性化なしに、わたし達の暮らしが良くなることはありません。 

今年のテーマである「棄権するな女性」は女性参政権の獲得が目前に迫るなか、市川

房枝さんが1945年11月に述べた言葉です。苦労の末に獲得された参政権を行使しない

有権者が多い現状を、市川さんはどんな思いで見ているでしょうか。 

とりわけ安全保障政策が大きく転換し、戦後の平和国家としての日本のあり方が大き

く変えられようとしているこんにち、女性達が投票することの意義は一層大きくなっ

ています。 

 わたし達は、あらゆる機会を捉えて政治に参加をし、意見を表明し、現状を打破し

なくてはなりません。なぜなら政治を変えていく力がわたし達にはあるからです。ま

ずは投票し、意思を示し、そして選挙後も働きかけ続けましょう。社会で高まるジェ

ンダー平等の流れを私たちが一層推し進め、ケア領域における性差別の解消を推進

し、平和の実現に向けて努力を重ねていきましょう。 

 女性たちの声を受け止める女性議員を倍増させるために、わたし達はそれぞれの持

ち場で、できることをすべて行動に移します。同時に、民主主義の発展とジェンダー

平等のためのあらゆる行動に、男性もまた積極的に取り組むことを呼びかけます。 

 男女の完全な平等が実現された公平で平和な社会を築くために、一歩ずつ前へ進ん

でいきます。 
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